
「みんなラボ」地域障害児教育研究会 

第２回勉強会の報告  
ご参加ありがとうございました！ 

【主催者】 

八王子市立宇津木台小学校すぎの子学級 

河村優詞 

↓新規に参加希望をされる方はご連絡ください

kyouiku.ningen.zunou＠gmail.com 

・おさらい講座 

・学術講座 「子どもの変容を導く褒め方の技法」村浦新之助先生 

・実践の発表「いつもの授業風景」 発表者：豊田政美先生 

・トピック講座「アセスを兼ねた 

    自立活動ゲームの例～記憶と転移～」河村優詞 

・学術講座「成果を上げる子どもの捉え方： 

    仮説的構成概念と“機能”」河村優詞 

・お土産交換会  「遠足・宿泊しおり・ノウハウ交換会」 

         「略案の交換会 テーマ：書字困難」 

・プレゼント「遠足・宿泊まとめリスト」「学芸会台本のCD-R」「校内研資料」 

 第３回予定 新規参加者も募集中！ 詳細は後日 

・会の説明とおさらい 

・学術講座「演題未定」特別支援と性教育について 

・学術講座「演題未定」環境設定等 

・シリーズ講座「ABAの初めの一歩」テキスト１～３章（テキストが無い方は当日お渡しします） 

・トピック講座「作文指導：知的固定で400字詰めがバッチリ書ける！」 

・お土産交換会「固定：図書の時間 推薦絵本の紹介」「通級：略案やアイデア交換：粗大運動と微細運動」 

・プレゼント 「T2の技法」 「校内研究の資料」 

 【まとめ】 

 ・教育支援資料が参考になる。環境整備は結果であって目的でない。我々の考え方の癖に注意。 

 その指導が子どもに効いていないなら方法を変える（村浦先生より） 

 ・子どもの反応頻度を確保することが大切。聞いているだけにならないようにする。（豊田先生より） 

 ・訓練効果は直接訓練＞近転移＞遠転移 活用させたい場面から離れれば、当然効果は低くなる（河村より） 


